
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長  田畑寛樹     例会場 : 割烹「ふな又」 例会日：木曜日 第 1・第 2 12 時 30分 第 3 18 時 00 分点鐘 

幹事  関根信行   事務所：さいたま市岩槻区本町 3-8-2-203 ℡048-758-0680 FAX048-758-0681  
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2022-23 INTERNATIONAL ROTARY DISTRICT2770 

ROTARY CLUB OF IWATSUKI  

since 1963 

Weekly Report 
クラブ・スローガン  Ｌｏｖｅ ～愛をもって今を生きる～ 

会長の時間     第 61代会長 田畑 寛樹 

田畑寛樹年度第 21回     通算 2827例会      令和 6年 1月 25日 

◆次回の例会◆ 令和 6 年 2 月 1 日（木）管理運営委員会主管   点鐘：12：30 会場：ふな又 

 

 

親愛なる皆様、こんばんは。 

本日も皆様にお会いできたことに 

感謝を申し上げます。 

 本日はお客様として、有限会社 

森電気 専務取締役 石井健太郎様 

をお迎えしております。ようこそ 

岩槻ロータリークラブへ。私たち 

は石井様の訪問を心から歓迎致し 

ます。どうぞ時間の許す限り自慢 

の岩槻ロータリークラブを楽しんでいただけましたら幸い

と存じます。 

 先日は青少年・財団・米山委員会主管の 1 月 18 日（木）

第 2 例会に多くのご参加をいただきまして、誠にありがと

うございました。例会開催にあたり、小林利郎部門委員長、

岡野委員長、内藤副委員長を始めとする委員会の皆様、誠

にありがとうございました。藤嶋様の卓話を拝聴し、とて

も 30 分で理解できるようなものではありませんが、私たち

が米山記念奨学部門に関して学ぶ大いなる架け橋になりま

した。皆様と一緒に学び、行動して行きたいと思いますの

で、同じ気持ちであればとても嬉しいです。 

 一昨日、職業・社会・国際奉仕委員会の炉辺がございま

した。議題は地区補助金事業『Hopeful Kickers』に関して

でございます。奉仕・支援部門、すなわち岩槻ロータリー

クラブ全体で行う事業ですので、青少年・財団・米山委員

会 岡野委員長もご参加下さいました。関係各位、誠にあり

がとうございました。私は会長を努めることが決まった瞬

間から、それまでただ楽しくの活動から、クラブ会員の皆

様のことはもちろん、岩槻ロータリークラブのことばかり

考えております。自分で分からないことは、鈴木直前、パ

スト会長の皆様、関根幹事や過去のデータを参考にしたり

しております。例会等行うにあたり主管の委員会の先導で

始まり皆様が活発に協議している様子を見ていると、自分

一人では迷いや中々行動に起こせないことも『みんながい

れば大丈夫だ』、『岩槻ロータリークラブ最高だな』って、

つい先日も炉辺の最中にも思いました。岩槻ロータリーク

ラブを人で例えたら血液（精神、イズム）がとても良く循

環しているな、歴史はあり今は人としては小さく（規模）

なってしまったかもしれないが、『とても元気だな』と。直

ぐに大きく元気な岩槻ロータリークラブさんになると確信

しました。その為に残りの任期を全うし、それ以降も皆様

や自分のために楽しみたいと思います。 

 今日靴が片方スリッパなのは、ロータリーのことばかり 

 

 

幹事報告            副幹事 内藤 明 

① 地区のインターアクト・ローター 

アクト委員会から、2 月 1 日に韓 

国から訪日する男子学生２人の顔 

写真が届きましたので回覧いたし 

ます。 

② 大宮西ＲＣ、大宮東ＲＣ、岩槻東 

ＲＣ、大宮北東ＲＣより 2 月の例 

会予定表。 

③ 大宮東ＲＣから１2 月の週報が届いております。 

 

委員会報告               

考えて間違えてしまったわけではなく、足を怪我した為で

す。ご理解を賜りたいと思います。 

 

 それでは最後に、『私たちは、利他の心を養い、人を育て

るとともに、献身的な奉仕活動を行う世界的な団体です。』 

 『私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中

で、持続可能な良い変化を生むために、人びとが手を取り

合って行動する世界を目指しています。』 

 

 世界（all）が愛に溢れ、幸せでありますように。 

 以上で会長の時間とさせていただきます。 

 皆様、本日も何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

第 4グループＩＭ実行委員会   

委員 鈴木 真樹 

昨日 1 月 24 日、大宮にて第 2回ＩＭ実行委員会が開催さ

れました。内容としましては 2 月 20 日にパレスホテル大宮

で開催されます第 3・第 4 グループ合同インターシティ・

ミーティング（ＩＭ）の参加についてです。各クラブ全会

員登録となっておりますので、宜しくお願い申し上げます。 

 また、【第１部】記念式典では元プロ野球選手として活躍

されました清原和博様に「野球から学んだ奉仕の心」をテ

ーマに講演していただきます。【第２部】は懇親会となって

おります。 

 まだ出欠を出されていない会員様もいるかと思われます

が、第１部だけ出席されたい方は「第１部のみ出席、第２

部は欠席」と、出欠のどちらかを書いて今月末までにクラ

ブ事務局まで返信をお願い致します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：管理運営委員会  委員長 伊藤真守 副委員長 松永豪 委員 中村正 原田晃博 鈴木真樹 田中芳明 樵康史 

 

有限会社森電気  専務取締役 石井 健太郎 様 
 

 田畑会長からお話を頂き、 

大変緊張しておりますが本日 

は宜しくお願い致します。 

 私は昭和 53年 6月 6 日に 

丸山病院にて生を受け、白鶴 

幼稚園から岩槻小学校・岩槻 

中学校卒業という生粋の岩槻 

っ子でございます。4 人兄弟の長男で、23 歳と 21 歳の息

子がおります。お蕎麦を食べたり、ドライブや旅をする

のが好きです。 

 弊社は有限会社森電気と申します。電気工事業を営ん

でおります。仕事上では「森さん」と呼ばれたり、本名

から「石井さん」と呼ばれる事もあります。 

 私の祖父が森電気を立ち上げたのが昭和 30 年代で、祖

父の苗字は森、祖母の苗字が石井でした。祖父が祖母と

結婚するときに「俺が石井を名乗ってやるよ」というこ

とで苗字が石井になりました。会社の屋号はもともとの

姓から「森電気」としました。 

             「石井電気に変えないの？」 

と言われるのですが、そこ 

はやなり「森電気」という 

名前に敬意を表してずっと 

残していきたいと思ってい 

ます。 

              昭和 30年代に森電気工事

店として仲町に祖父が店を構え、平成元年に本丸の方へ

移転しました。その後祖父から父が代表を引き継ぎ、平

成 10 年に有限会社として法人化しました。私は 24 歳の

時に家業に入り、現在に至ります。 

 ずっと実家の家業を継ぎたいとは思わなかったので、

鉄骨工事や家屋解体の仕事をしたり、4 トントラックで長

距離を走ったりしていたのですが、1 人で仕事をする父を

助けたいと思い始め、トラックの仕事と家業の手伝いと

二足のわらじの生活を 2 年間続けました。体力的にも限

界を感じていた頃、大好きだった祖母が亡くなり、祖父

と祖母が作った森電気を守っていかなきゃいけないとい

う思いに変わり、電気業に携わって 20年ほど経ちました。 

 若い頃は人見知りで内気でしたが、人との繋がりや交

流を多く持つことで自企業の発展や自己研鑽に繋がって

いくことが分かりました。電気工事業の発展と技術力の

向上を常に行って、「お客様の心を照らせる企業でありた

い」という思いで邁進していきたいと思っております。 

 

 

 

 

 

卓 話   主管：職業・社会・国際奉仕委員会 青少年・財団・米山委員会  

委員長 岡野 育広 
●1 月 29 日月曜日午後４時ごろ、岩 

槻高校インターアクトクラブと岩 

槻駅周辺の清掃活動と能登半島へ 

の支援を目的とした募金活動を行 

います。ご都合がつく方はご協力 

頂けますと幸いです。 

●2024 年 2 月 5 日雅致において、訪日する韓国 3750 地区 

インターアクトの学生２人の送別会を行います。 

何卒ご協力ご参加をよろしくお願い致します。 

ロータリーの友を読んで   伊藤 真守 会員            

「ロータリーってなんだろう」「四つ 

のテストってなんだろう」というとこ 

ろから考えて、１月号の 69 ページ 

（タテ書き 4 ページ）、(株)ハードオ 

フコーポレーション代表取締役会長  

山本義政さんの「私にとっての四つの 

テスト」という記事を紹介します。 

 「ハードオフ」はあちこちにあると 

思いますが、じつは 1992 年に破産し 

ているんですね。そこでどうしたらいいか考えていた時に、

世の中を見て、不要なものを処分するのではなく買い取る店

があった方がいいんじゃないかというところに辿り着いた

そうです。会社が苦しい時に、所属していた新発田ＲＣの例

会で四つのテストの唱和は心に痛かったそうですが、この痛

みこそ探し求めている経営理念のモデルと感じたそうです。 

1 社会のためになるか 

2 お客様のためになるか 

3 社員・スタッフのためになるか 

4 会社のためになるか 

       記事の締めくくりに、「流行は時代に合った 

ビジネスモデル」「生き残るのはしなやかに 

変化できる者」真の私たちの競争相手は時代 

だと、アドバイスされています。 

正直、最初はダラダラ読んだ記事だったん 

ですが、興味がわいて４回読みました。 

皆さんにも是非読んでみてもらいたいなと 

思います。 

伊藤真守 本日もよろしくお願いいたします。 

岡野育広 本日もよろしくお願い致します。 

小林 篤 石井様、本日はよろしくお願いいたします。 

田畑寛樹 親愛なる皆様、こんばんは。例会前にもかかわ 

らず青少年・財団・米山委員会の皆様、炉辺を 

誠にありがとうございます。石井様ようこそ岩 

槻ＲＣへ。卓話とても楽しみにしております。 

皆様本日も何卒宜しくお願い申し上げます。 

津多一幸 よろしくお願いします。 

内藤 明 本日も例会がんばりましょう。 

原田晃博 卓話宜しくお願い致します。 

三浦宣之 石井様本日は宜しくお願いいたします。 

スマイルＢＯＸ              

出 席 報 告 

会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

21 8  5 61.19％ 

 

スマイル報告 
本日のスマイル合計 10,000 円 

年間累計額 409,000 円 

 


